
 

川 口 市 立 元 郷 中 学 校 

〒332-0003  川口市東領家 1-8-3 

TEL 048-222-4143 FAX 048-225-3222 

令和２年２月１日 第３４８号 

http://www.sch.kawaguchi.saitama.jp/motogo-j/ 

あなたは『母校』が好きですか？ 

校長 大山孝一 

ある企業の人事担当（採用試験の面接を担当する人）の方から伺った話です。 
  
 
 
 
 
 
 

 
お話を聞いて、私は考えました。人は、会社の為だけに働くわけではありませんし、プライベートを全て犠牲にして

まで会社に尽くさなくてはいけないとも思いません。しかし、同じ働くなら自分の会社を良くしたい、会社とともに自

分も成長したいと考えることは間違ってないと思います。 
 また、何かにつけて自分以外の周りに対し、不平不満を言う人がいます。しかし人は生きているとたくさんの壁（課

題）に直面します。年齢とともに直面する壁の数も増え、その高さも高くなります。そんな時、起きてしまったことや、

他人に責任を求め不平不満を口にするより、前向きに一歩踏み出して、取り組むことや自分自身を変えようとすること

のほうが大切だと思います。まさに、「過去と他人は変えられない。しかし、未来と自分は変えられる。」の精神です。 
 ある企業の人事担当の方がおっしゃった「母校が好き」ということは、母校を大切に思うだけでなく、「そこにいる自

分を大切にすること」なのではないでしょうか。３年生は、卒業まで残りわずかとなりました。同時に、２年生は「最

高学年」、１年生は「先輩」になるまで、もうすぐです。そんな皆さんにとって、人生において卒業する中学校はたった

一つです。元郷中学校は、唯一無二の『母校』です。この時期こそ、全ての皆さんが、『母校』で生活をすること、『母

校』を大切に思う気持ち、そして自分を大切に思う気持ちを育んでほしいと思います・ 
 

『れ』と『ら』の違い 
相田みつおさんの詩に、「やれなかった やらなかった どっちかな」という言葉があります。たった一字『れ』と

『ら』の違いですが、意味は全く違います。一度しかない人生、悔いを残さないように、意欲的、かつ積極的に取り組

んでほしいと願っています。今から頑張りましょう。今なら、まだ大丈夫です。 
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学校教育目標 

 自主的に取り組む生徒   【全体】 

共に学び、共に伸びる生徒 【知】 

思いやりのある生徒    【徳】  

健康でたくましい生徒   【体】 

元郷中で良かった～笑顔と規律と潤いのある学校～ 

 採用試験の面接のときに、「あなたは『母校』が好きですか？」という質問を、必ずするそうです。そし

て、「好き」と答え、自分の母校に誇りを持ち、その理由をはっきり語れる学生には高評価を付けるそうで

す。逆に、母校に対して不平不満を語る学生には、厳しい評価を付けるとのことでした。 
 その理由は２つあるそうです。 
１．「母校に愛着心を持てない人」は、入社してから自分の会社を好きになれ 

ない可能性があるから。 
２．「母校が好きと答える人」は、大抵の場合、学生時代が充実していたから。 


